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「
鳩
ヶ
峰
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

石
川
○
一

鳩
ヶ
峰

重
野
安
繹

天
保
山
人

松
濤
野
人

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
九
○
○
・
明
治
三
三

七
尾
市
小
島
町

唐
崎
神
社

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
七
尾
の
有
力
者
で
あ
っ
た
池
田
富
次
郎
、
醜
名
鳩
ヶ
峰
に
つ
い
て
、
そ
の
功
績
を
た
た
え

た
寿
蔵
碑
で
あ
る
。
石
碑
本
体
は
、
正
面
に
題
額
が
大
書
さ
れ
る
の
み
で
、
右
の
脇
に
立
つ
台
座
に
、
池

田
の
経
歴
や
立
碑
の
経
緯
な
ど
が
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
左
側
の
台
座
に
も
文
字
が
見
え
る
が
、
判
読

で
き
な
い
。
ま
た
石
碑
を
囲
ん
で
、
石
柱
が
何
本
か
立
つ
が
、
発
起
人
な
ど
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
石

碑
に
彫
ら
れ
て
い
る
三
種
の
落
款
は
、
揮
毫
者
重
野
安
繹
の
も
の
だ
ろ
う
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

揮
毫
者
の
書
き
込
み
（
左
側
）

○
写
真
３

揮
毫
者
の
書
き
込
み
（
右
側
）

○
写
真
４

石
碑
背
面
と
台
座

○
写
真
５

台
座
に
彫
ら
れ
た
碑
文
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二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
石
碑
正
面
）

◎
題
額

癸
巳
模
九
月
書
贈

落
款鳩

ヶ
峰

従
四
位
文
學
博
士

重
野
安
繹

落
款

落
款

（
台
座
）

◎
碑
記

鳩
ヶ
峰
富
次
郎
者
七
尾
人
也

姓
池
田
氏
自
少
小
好
角
觝
鬪

技
漁
各
地
有
苔
矣
明
治
十
苔

為
相
撲
頭
取
二
十
二
季
被
七

尾
町
會
議
員
選
尋
辤
之
當
七

尾
町
始
置
消
防
組
爲
用
度
係

夛
秣
竭
力
三
十
一
年
為
消
防

組
頭
性
任
俠
或
損
貲
恤
貧
民

壊
獻
建
學
之
費
為
受
褒
賞
數

次
今
茲
有
志
者
數
十
人
胥
議

欲
建
壽
碑
来
請
予
文
盖
有
慕

於
其
義
俠
之
風
者
也
富
次
郎

苔
齒
五
十
有
八
將
益
有
狭
努

云明
治
三
十
三
苔
五
月

天
保
山
人
撰

松
濤
野
人
書

＊
異
体
字
等

○
模

歳
。

○
漁

於
。

○
苔

年
。

○
辤

辭
。

○
夛

多
。

○
秣

所
。
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○
壊

或
。

○
盖

蓋
。

○
狭

所
。

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
題
額

癸
巳
歳
九
月
、
書
贈
。

鳩
ヶ
峰

從
四
位
文
學
博
士
、
重
野
安
繹
。

◎
碑
記

鳩
ヶ
峰
富
次
郎
者
、
七
尾
人
也
。

姓
池
田
氏
。

自
少
小
、
好
角
觝
、
鬪
技
於
各
地
、
有
年
矣
。

明
治
十
年
、
爲
相
撲
頭
取
。

二
十
二
季
、
被
七
尾
町
會
議
員
選
。

尋
辭
之
。

當
七
尾
町
始
置
消
防
組
、
爲
用
度
係
。

多
所
竭
力
。

三
十
一
年
、
爲
消
防
組
頭
。

性
任
俠
、
或
損
貲
、
恤
貧
民
、
或
獻
建
學
之
費
。

爲
受
褒
賞
數
次
。

今
茲
、
有
志
者
數
十
人
、
胥
議
、
欲
建
壽
碑
、
來
請
予
文
。

蓋
有
慕
於
其
義
俠
之
風
者
也
。

富
次
郎
年
齒
五
十
有
八
。

將
益
有
所
努
云
。

明
治
三
十
三
年
五
月
、

天
保
山
人
撰
。

松
濤
野
人
書
。

●
訓
訳

◎
題
額

癸
巳
の
歳
九
月
、
書
し
贈
る
。

鳩
ヶ
峰

從
四
位
文
學
博
士
、
重
野
安
繹
。

◎
碑
記

鳩
ヶ
峰
富
次
郎
は
、
七
尾
の
人
な
り
。

姓
は
池
田
氏
な
り
。

少
小
よ
り
、
角
觝
を
好
み
、
技
を
各
地
に
鬪
は
す
こ
と
、
有
年
な
り
。

明
治
十
年
、
相
撲
頭
取
と
な
る
。

二
十
二
季
、
七
尾
町
會
議
員
に
選
せ
ら
る
。
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尋
い
で
之
を
辭
す
。

七
尾
町

始
め
て
消
防
組
を
置
く
に
當
り
、
用
度
係
と
な
る
。

力
を
竭
す
と
こ
ろ
多
し
。

三
十
一
年
、
消
防
組
頭
と
な
る
。

性

任
俠
に
し
て
、
或
い
は
貲
を
捐
て
て
貧
民
を
恤
み
、
或
い
は
建
學
の
費
を
獻
ず
。

す

あ
は
れ

た
め
に
褒
賞
を
受
く
る
こ
と
數
次
な
り
。

今
茲
に
、
志
を
有
す
る
者
數
十
人
、
胥
に
議
し
、
壽
碑
を
建
て
ん
と
欲
し
、
來
り
て
予
に
文
を
請
ふ
。

と
も

蓋
し
其
の
義
俠
の
風
を
慕
ふ
者
有
る
な
り
。

富
次
郎
、
年
齒
五
十
有
八
な
り
。

將
に
益
々
努
む
る
と
こ
ろ
有
ら
ん
と
す
と
云
ふ
。

明
治
三
十
三
年
五
月
、

天
保
山
人

撰
す
。

松
濤
野
人

書
す
。

●
人
物

○
池
田
富
次
郎

碑
を
立
て
た
明
治
三
十
三
年
に
五
十
八
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
、
生
年
は
天
保
十
四

（
一
八
四
三
）
年
。
「
七
尾
の
石
碑
」
に
よ
れ
ば
、
家
業
は
代
々
女
郎
屋
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ウ
エ
ブ
サ

イ
ト
「
こ
み
み
情
報
局

街
か
ど
ニ
ュ
ー
ス
」
（
二
○
二
一
・
七
・
七
）
に
は
、
「
常
磐
町
に
あ
っ
た
妓

楼
池
田
屋
（
通
称
ハ
ン
コ
屋
）
」
だ
と
い
う
。
『
全
国
遊
廓
案
内
』
（
昭
和
五
年
）
に
は
「
七
尾
町
遊
郭

は

妓
樓
は
二
十
八
軒
」
と
あ
る
。
鳩
ヶ
峰
は
、
池
田
富
次
郎
の
四
股
名
。

○
重
野
安
繹

文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
か
ら
明
治
四
十
三
（
一
九
○
一
）
年
。
鹿
児
島
藩
士
の
生
ま
れ
。

嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
、
江
戸
の
昌
平
黌
の
生
徒
と
な
り
、
塩
谷
宕
陰
・
安
井
息
軒
な
ど
に
学
ぶ
。
維

新
後
は
学
問
世
界
に
進
み
、
『
大
日
本
編
年
史
』
編
纂
に
参
加
す
る
な
ど
修
史
事
業
に
た
ず
さ
わ
り
、
実

証
主
義
的
な
歴
史
学
を
唱
道
し
た
。
学
士
院
会
員
と
な
り
、
帝
国
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
。
著
書
に
、『
成

斎
文
初
集
』『
重
野
博
士
史
学
論
文
集
』
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
碑
文
を
撰
述
し
た
の
は
、
六
十
六
歳
の
時
。

○
天
保
山
人

不
詳
で
あ
る
が
、
和
倉
温
泉
の
宣
伝
を
目
的
と
し
た
「
美
湾
雑
誌
」
な
る
も
の
が
刊
行
さ

れ
た
。
田
治
八
十
八
を
著
作
兼
発
行
者
と
し
、
天
保
山
書
庫
を
発
行
所
と
す
る
。
第
一
号
が
明
治
三
十
八

（
一
九
○
五
）
年
八
月
の
発
行
で
、
表
紙
の
「
美
湾
雑
誌
」
の
題
を
書
い
た
の
が
天
保
山
人
。
ま
た
雑
誌

中
に
「
山
荘
独
居
」
と
題
す
る
七
言
絶
句
が
収
録
さ
れ
お
り
、
そ
の
作
者
も
天
保
山
人
と
あ
る
。
第
一
号

の
挨
拶
文
を
多
田
館
の
多
田
吉
松
と
、
和
歌
崎
旅
館
の
和
歌
崎
六
五
郎
が
書
い
て
い
る
。
明
治
後
半
ご
ろ

の
、
和
倉
温
泉
を
め
ぐ
る
有
力
者
や
文
人
の
一
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

○
松
濤
野
人

不
詳
。

●
注

○
癸
巳
歳

明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
。
台
座
に
記
す
石
碑
の
建
立
に
先
立
つ
こ
と
、
七
年
で
あ
る
。

こ
の
段
階
で
寿
蔵
碑
建
設
の
話
が
あ
り
、
重
野
に
揮
毫
を
依
頼
し
て
、
書
が
完
成
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら

建
碑
に
至
る
ま
で
七
年
ほ
ど
経
過
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

○
書
贈

重
野
が
「
鳩
ヶ
峰
」
の
書
を
揮
毫
し
て
贈
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

○
少
小

年
齢
が
若
い
さ
ま
、
ま
た
そ
の
人
。
こ
こ
で
は
年
若
い
こ
ろ
、
く
ら
い
だ
ろ
う
。

○
角
觝

角
は
競
う
、
觝
は
当
た
る
こ
と
。
角
觝
は
、
武
芸
や
技
術
を
競
い
合
う
こ
と
、
ま
た
そ
の
競
技
。

日
本
で
は
、
相
撲
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
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○
有
年

多
年
、
何
年
も
の
間
。

○
明
治
十
年

西
暦
一
八
七
七
年
、
富
次
郎
三
十
五
歳
。

○
相
撲
頭
取

不
詳
だ
が
、
七
尾
の
相
撲
関
係
の
組
織
の
長
だ
ろ
う
。

○
二
十
二
季

季
は
、
日
本
語
で
、
年
。
明
治
二
十
二
年
は
、
西
暦
一
八
八
九
年
で
、
富
次
郎
四
十
七
歳
。

○
尋

ま
も
な
く
。

○
七
尾
町
始
置
消
防
組

消
防
組
は
、
戦
前
の
日
本
に
お
い
て
消
防
活
動
を
行
っ
た
非
常
備
の
消
防
機
関

で
、
現
在
の
消
防
団
に
相
当
す
る
。
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
に
、「
消
防
組
規
則
」
が
定
め
ら
れ
、

全
国
的
に
統
一
の
組
織
と
な
っ
た
。
七
尾
町
で
の
創
設
は
、
あ
る
い
は
こ
の
時
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
富
次
郎
五
十
二
歳
と
な
る
。
な
お
、
消
防
組
員
の
階
級
は
「
組
頭
・
小
頭
・
消
防
士
」
で
、
費

用
は
市
町
村
が
負
担
し
た
。

○
用
度
係

用
度
は
ま
た
用
途
。
日
本
語
で
、
要
す
る
費
用
、
あ
る
い
は
必
要
な
物
資
。
そ
れ
を
担
当
す

る
係
で
、
今
で
い
う
、
会
計
係
か
、
物
資
調
達
係
で
は
な
い
か
。

○
三
十
一
年

明
治
三
十
一
年
は
西
暦
一
八
九
八
年
で
、
富
次
郎
五
十
六
歳
。

○
消
防
組
頭

前
注
。
消
防
組
の
長
。

○
任
俠

男
の
面
目
を
立
て
と
お
し
、
真
義
を
重
ん
じ
る
こ
と
。
弱
き
を
助
け
強
き
を
く
じ
き
、
義
の
た

め
に
は
命
も
惜
し
ま
な
い
と
い
っ
た
男
ら
し
い
気
性
に
富
む
こ
と
。

○
或

あ
る
と
き
は
。

○
損
貲

損
は
捨
て
る
、
貲
は
財
産
。
私
財
を
な
げ
う
つ
こ
と
。

○
恤

あ
わ
れ
む
と
読
む
が
、心
情
と
し
て
同
情
す
る
だ
け
で
は
な
く
経
済
的
に
救
済
す
る
こ
と
を
伴
う
。

○
建
學

学
校
建
設
。

○
壽
碑

そ
の
人
の
死
後
で
は
な
く
、
生
前
に
功
績
を
た
た
え
て
立
て
る
碑
。
寿
蔵
碑
と
も
い
う
。

○
義
俠

任
侠
に
同
じ
。
正
義
の
た
め
に
強
者
を
押
さ
え
、
弱
者
を
助
け
る
こ
と
。
男
気
。

○
年
齒

年
齢
。
数
え
年
。

○
明
治
三
十
三
年

西
暦
一
九
○
○
年
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

◎
題
額

癸
巳
の
歳
九
月
、
揮
毫
し
て
贈
呈
す
る
。

鳩
ヶ
峯

從
四
位
文
學
博
士
の
重
野
安
繹
。

◎
碑
記

【
鳩
ヶ
峰
の
出
自
】

鳩
ヶ
峰
富
次
郎
は
、
七
尾
の
人
で
あ
る
。

姓
は
池
田
氏
で
あ
る
。

【
若
い
こ
ろ
の
相
撲
修
行
】

年
若
い
こ
ろ
か
ら
、
相
撲
を
好
み
、
何
年
も
の
間
、
各
地
を
巡
っ
て
技
を
闘
わ
せ
て
き
た
。

【
七
尾
で
の
経
歴
と
功
績
】

明
治
十
年
、
三
十
五
歳
で
、
相
撲
頭
取
と
な
る
。

同
二
十
二
年
、
四
十
七
歳
で
、
七
尾
町
会
議
員
に
選
抜
さ
れ
た
。

し
か
し
、
ま
も
な
く
辞
任
し
た
。
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七
尾
町
が
消
防
組
を
始
め
て
作
っ
た
と
き
（
明
治
二
十
七
年
、
五
十
二
歳
）
、
用
度
係
を
担
当
し
た
。

力
を
尽
く
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。

同
三
十
一
年
、
五
十
六
歳
で
、
消
防
組
頭
と
な
る
。

【
富
次
郎
の
男
気
ぶ
り
】

富
次
郎
君
は
、
弱
き
を
助
け
強
き
を
く
じ
く
男
気
の
あ
る
人
柄
だ
。
あ
る
と
き
は
私
財
を
投
じ
て
貧
民

を
救
済
し
、
あ
る
と
き
は
学
校
建
設
の
費
用
を
献
上
し
た
。

こ
れ
ら
の
善
行
に
よ
り
、
何
度
も
褒
賞
を
受
け
た
。

【
建
碑
の
企
て
と
碑
文
の
依
頼
】

い
ま
こ
こ
に
、
志
を
同
じ
く
す
る
数
十
人
が
と
も
に
話
し
合
い
、
富
次
郎
君
の
た
め
に
寿
蔵
碑
を
立
て

る
こ
と
を
企
て
、
私
の
所
へ
碑
文
の
撰
文
を
依
頼
に
来
た
。

思
う
に
、
富
次
郎
君
の
義
侠
心
あ
ふ
れ
る
風
体
を
慕
う
も
の
た
ち
な
の
だ
ろ
う
。

【
富
次
郎
の
今
】

富
次
郎
君
は
、
現
在
五
十
八
歳
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
益
々
努
力
す
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

【
記
事
】

明
治
三
十
三
年
五
月
、
天
保
山
人
が
撰
文
し
た
。
松
涛
野
人
が
書
し
た
。

三
．
主
な
参
考
資
料

①
紹
介

・
七
尾
の
碑
編
集
委
員
会
『
七
尾
の
碑
』
七
尾
市
立
図
書
館
友
の
会
編
、
一
九
九
九
。

②
参
考
文
献
等

・
『
全
國
遊
廓
案
内
』（
日
本
遊
覧
社
、
一
九
三
○
）
『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
第
十
四
巻
所
収
。

・
「
鳩
ヶ
峰
の
石
碑
！
？
」「
こ
み
み
情
報
局

街
か
ど
ニ
ュ
ー
ス
」（
二
○
二
一
・
七
・
七
）

＊
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
石
川
県
立
図
書
館
・
七
尾
市
立
図
書
館
・
こ
み
み
情
報
局
よ
り
情
報
の
提
供
を

受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
と
し
た
い
。

以
上

二
○
二
四
年
十
二
月

薄
井
俊
二
訳
す


